
1980"""90年における岩手県の人口移動

手有香

1. はじめに

は人口移動を「地理上の単f立地域聞における地理的流動性 (mobility)，すなわち空

間的流動性の一つの形態で、あり，一般に，出発地から自的地への住所変更を伴うものJ と規定して

いる

とした岩手原は人口減少県であり，

移動形態の詳細については十分に

るむしか

そこで本研究では，

行している シ している [J 及び

口移動報告年平llJを和j吊することにより，市関I村を単位として1980年から1990年におけ

る県内の地域間人口移動について検討し，更に岩手県と大都市罷との関係を主に移動人口

目して考察することを信的としている C

n.岩手県内の地域間人口移動

(1) 吉町村類型に碁づく関城構造

人口移動の研究においては何らかの地域区分を用いて人口 を把握することが必要なた

め(磯田， 1993)， 

国勢調資報告における

た

内市町村とする)

百階暑に区分したc

これらの方法し

図・第 2図・第 3

に従し る。 l塁内の62市町村を，

及ぴ{サーピス職業従事者 lを加算し

中心都市・ Bとし

は， を

hて1980年 e

るO 県内には第I

における県内の摺域講造を示したものが第 1

の資格を持つ中心都市はなく，

同が最高の第IH皆層となっており，その怯の中心都市は第百階騒が多くなっているお 1980年から

i的。年の問に久慈甫が中心都市となった;まかには大き令圏域構造の変化はみられないコつまり

心都市へ通勤してくる就業者数に大きな変iとはないことになる。
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第 1-3国 市町村類型に碁づく圏域構造の変化

第 1霞 1980年 第 2国 1985年

中，c.、都市

場修第日 1;岩層

聞第部階t~
4臥第百階層

日常的都市圏界

間闇凶外市町村

(2) 人口移動冨の冨定

-都市-霞内事町村・関外市蔀I村聞の人口

30km 
‘司ーーιーーー・島崎・・・・・d

第 3悶 1990年

:国勢調査報告

を把握するため， " u つ

を利用して県内の人口移動閤の画定を行なう心 1981 (資料の奇u約により) ・1985・

ゆおいて中心都市を除く各市町村の最多流出先を指標としたむここで人口移動菌のlドしとな

る は，前節におし した中心都市のみとし

、知
、嶋田働 した人口

6Dmと第 3忌iを

るつ国外市!IIJ村の多く

自都市圏内市町村か

4Dm'第 5えJ.第各国で為るc 第4関と第 1[ざし第 5図と

，中心都甫の人口移動固と日常的都市圏には大きな遣いのあ

盛岡市または同辺の中心都市圏に向かっているc また各中

人口を吸収しているc 特に盛関市は圏外市再村からも人百

りその数は減り，又徐々にではあるが北上

第2

ること

を ているわけだが，

口 していと吸収されているのが認められるつつまり，第N諾!言

ること
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第4.....， 6図 人口移動圏の変化

第4図 19 8 1年

人[]移動国界
他都市圏内市町村
. 圏外市町村

-人[]移動画には
含まれない市町村

甘ウ7，'l競合する中心都市
μ斗をもっ市町村

第5図 1985年 第6図 19 9 0年

資料:岩手県人口年報・岩手県人口移動報告年報

皿.岩手県内における就業構造の地域的差異

人口移動の理由として経済的

要因が最も重要な地位を I片める

と考えられるため，ここでは前

章までに把握した県内の人口移

動のパターンと就業構造との関

係について見ていく口

表市町村類型別就業構造(%)

1 9 8 0年 i中 枢|中 心|裂j圭・建設!農林漁運輸・通信
目 37.7 24.4 I 23.2 8.7 4.6 i 

孔 2~. 9 20.6 31.2 15.7 ~ 
田岡 19.4 13.9 25.3 i 34.8 4.9 

百国 | 1~.~ 12.2 3~.1 i s 
間外市町村| 15.8 . 12.3 : 27.9 I 38.9 4.6 : 

平均| 22.9 I 16.7 27.7 . 26.8 4.9 ; 

1 9 8 5年 中 枢中 心!製造・建設 l農林漁|運輸・通信
日 43.0 I 27.4 20.1 i 3.8 : 4.1 

日 27.6 19.7 31.1 15.9 I 4.8 

n圏 ]つ-つ".マ， Li.7 25.3 29.5 i 4.7 ， 

日国 17.1 11.7 30.3 36.4 : 3.9 

圏外市町村 17.5 11. 8 28.0 37.8 I 4.3 

平均 25.5 17.2 26.9 24.7 I 4.4 

方法としては森)11 (985) に

従い国勢調査報告「常住地によ

る職業大分類別就業者」を用い

て，市町村類型ごとに就業構造

の変化を表わす指標を算出した。

ここで中枢管理機能的職業，中

心機能的職業，製造・建設機能

的職業を主要 3機能職業とした。

また「常住地による就業者数」

を用いたのは就業者の通勤行動 中収:中恒管理機能的職業

を考慮したためである己

19H 90年!川I 相正 中 'L、 製造・建設 農林漁」運輸・通七
H.~ 27.3 19.6 3.2 i 3.7 

皿 28.3 19.4 31.4 16.4 3.8 

1¥ 29.1 19.4 32.9 13.2 4.5 

H国 25.6 16.7 27.5 23.5 4.7 

回国 18.7 i 11.6 I 28.9 36.6 3.6 

町国 18.9 I 11. 8 I 34.2 30.4 4.0 

圏外市町村| 18.4 11.8 31.3 33.8 4.1 

|平均| 26.2 I 16.8 29.4 22.4 4.0 

中心:中心友達的職業
製造・建設:製造・建設機能的職業
農休j魚:農林漁業
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表には1980・1985・1990年につい

れぞれ県内の就業者総数に討する

中枢管理機能的職業と

'第立階層の塁間市でiま

心都のi正次階層では，製造・

ど中枢管理機誌の集積が期待できないため，

をもっているためと思われる二

内市町村についてみると，中心都市と大きく

あるが，農林漁業昨年々減少しており 1990年に第H

や中枢管理機能的職業が上回っており.また‘

・建設機能的職業が上回っている C このことから，

できる

3霞吉里に加え農林漁業，

しているごこれをみると，中心部市は

. [吾i外市町村によヒベ高くなっている

に伸びているのが分かるごまた中

くなっているむこれは，県庁所在都市は

にとって製造業等の雇用が重要な意味

農林漁業の割合が高し

る都市囲内市町村ーでは製造・

に寵する都事国内市II!T村でも裂

も進んでいると推i~lj

は，圧倒的に農林j魚、業が高し

おり，中枢管理・中心機能的職業と製造・

に農林漁業が減少している

しているのが分かつたむこのことから農林漁業から

-建設機語的職業に携わると披~~Ij できるむつまり県

ける動力需要が大きく，また労勢力のf共結源は

ど王、
rJ している c しかし も年々減少して

しているの均百まめられる。

-建設機能的職

くは，中枢管理・中心機

はこの種に属する職業にお

えるだろう。

N.移動人口に関する基本的属性

において移動量やその方向はもちろんのこ，

を把掃することも重要であるつそこでこ

・性別に考察していく c ここで

ついて東頁大都市|制・仙台における岩手県かち

いっ

人口の性別・年齢・職業と

• f出台需

5年間に

そして岩手県へ

ノ、

にrliめる各年齢の割台を算出する 2

第7図は，岩手県と東京大都市圏.1出合需における移動人口の

. 1出台ともに201i:つまり 5

は含まれるが，

転勤移動によるものと思われる。

いるが.これは鑓律移動と高卒者の大学なととへの進学，就業のため

などに比べて10代の割合が高くなっておりー

を示している。岩手

った年齢層の割

などへの進学

くなって

特に仙台へ

官

、-

y られる
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第7図 移動人口の年齢別構成 (1985""90年)
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岩手県への転入者は，東京大都市圏・仙台ともに20代ついで30代と高くなっており，多くが就業

者の移動と思われる O 東京大都市圏 ・仙台の大学などを卒業後岩手県内で就職する，高校卒業後 ・

大学卒業後に東京大都市圏 ・仙台に就職しその後岩手県ヘじターンする，そして転勤者の移動が行

なわれていると思われる D

移動人口の年齢についての性別による割合差は特にみられなかったが， 実数をみてみると，転

入 ・転出ともに男性の移動が活発となっている 3

v.結び

本稿では1980-1990年の岩手県における地域間人口移動，大都市 (圏)との移動人口についての

基本的属性について考察した。その結果は以下のよ うにまとめられる。

①各中心都市の日常的都市圏は，久慈市が中心都市に位置付けられ4つの圏外都市圏が日常的都市

圏となった以外，10年間変化は見られなし」つまり中心都市に向かつて通勤する就業者数には大

きな変化がないっ

⑦県内において盛岡市の人口移動闘が最も広く ，都市圏内市町村はも とより闘外市町村からも集め，

盛岡市に人口が集中しているのが分かる=また，近年県南内陸部の中心都市の人口移動圏が徐々

に拡大しており，盛岡市 ・県南内陸部ともに発展していると思われる。
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③人口移動の安閃を職業の種類からみると，第H階層では中枢管理・中心機能的職業が，そして第

田・町階層では建設・製造機能的職業が主となっている=また就業構造の変化には農林漁業従事

者の減少が密接に関わっている C

④~.手県と大都市(困)との移動人口を年齢別にみると，転出入ともに20歳代( 5 年前15~24歳)

の割合が高く，転出では大学進学・就職・転勤による移動であり，転入は仁ターンや転勤移動と

みられる C

現在，右手県では，若年層を主とした人口減少が問題となっている=これは大都市固に比べ就業

機会の少なさが要因であるのは明らかである口県央・県南内陸部の就業税会の拡充，他地域の企

業・工場の誘致そして交通網の整備が必要と思われるニ
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